
インテリアデザイン演習　Exercises on Interior Design　担当 : 森岡

　身体に近いスケールの家具及び空間の課題を行うことで現実的な
デザイン・設計・制作の流れを把握し、自らの考えを落とし込んだ
プレゼンテーションができるようになるために、家具と空間の 2つ
の課題を行いました。

・ReDESIGN of SEDIA
名作椅子の特徴を読み取り新たな家具をデザインする課題です。
Enzo Mari 氏の DIY 家具より SEDIA を取り上げ、歴史的背景やデザ
イン意図を調べ、自らの考えを図と縮尺 1/5 模型で表現しました。
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プレゼンテーション演習 　Practice of Presentation  担当 : 渕上 +金子

　プレゼンテーションスキルに加えて、様々な出来事や概念をデザ
インとして現前化する力を養うことを目指しています。一般的にも
のをつくることは、使い勝手というような機能を満たすことを目的
としますが、それだけでは魅力的な造形を生み出すことはできませ
ん。形態を自由に扱えるようになる思考スキルの上達が必要です。

第１課題：音楽を空間化する
　音楽リストから好きな曲を選択して、ひたすら耳で聞いて音を拾
い、そこに形態を与える課題です。機能がないものに形態を与える
ことは難しいことですが、それこそがデザインの楽しさです。
[ 音楽リスト ]
1970 The Velvet Underground:Cool It Down
1972 Stevie Wonder:Superstition
1975 Aerosmith:Walk This Way
1983 渡辺香津美 :Shang-Hi (Mibo #1)
1983 Talking Heads:This Must Be The Place (Native Melody)
1985 Eurythmics:There Must Be An Angel (Playing With My Heart)
1986 坂本龍一 :Broadway Boogie Woogie
1993 東京スカパラダイスオーケストラ :A Piece Of Peace
1996 かせきさいだぁ : 冬へと走りだそう
2000 Jet Set Radio:Sneakman
2001 Gorillaz:19-2000
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建築設計Ⅱで「特定多数」が利用する比較的規模の小さい建築の設
計を行った。それを受け、建築設計Ⅲでは、一級建築士の製図試験
への入り口として、さらに規模の大きな中規模の「不特定多数」の
利用が想定される美術館と小学校の設計課題を行う。敷地はそれぞ
れ飯塚市内に設定し、実際に調査し設計与条件の整理を行う。

最終的なプレゼンテーションは図面、模型、透視図等を作成した上
で、A1 パネルにレイアウトする。発表はポスターセッション形式
で行う。
設計課題 01：「市庁舎に隣接する美術館」
設計課題 02：「商店街に隣接する小学校」

建築設計 Ⅲ　Architectural Design Ⅲ　担当 : 小池＋金子＋井上
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建築設計Ⅱ　Architectural Design Ⅱ　担当：益田＋渕上＋石田＋森崎

　建築設計Ⅱでは、建築設計Ⅰを引き継いで、中規模建築（オフィ
スビル、幼稚園）を課題とし、３年次の建築設計Ⅲの大規模かつ複
雑な建築物への橋渡しとします。
　建築が建つ環境およびそれを利用する人々は多様であり、建築は

これに対して開かれた存在でなければなりません。設計者には、柔
軟な姿勢で周辺環境の文脈や利用者のニーズを読み取る能力が求め
られます。建築設計の演習に取り組むことにより、こうした能力を
養うことを目標としています。
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建築設計Ⅰ　Architectural Design Ⅰ　担当：益田＋渕上＋石田＋森崎

　建築設計Ⅰでは、１年次に培ったデザインの基礎と構想力をさら
に深め、並行して学んできた建築学の専門的知識をフルに活用して、
本格的な建築設計のトレーニングに着手します。

　まず、木造建築の基本を修得する目的で、小規模なギャラリー付
喫茶店「森のギャラリー」の設計製図に取り組みます（課題１)。次に、
鉄筋コンクリート造の戸建住宅「コートハウス」の設計製図に取り
組み、さらに、プレゼンテーション模型を制作します（課題２)。
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行橋市の大国段ボール工業
（株）にある大型レーザーカッ
ターにより、商品化を目指し
て制作いただいた作品です。
2022 年夏以降に北九州市の
ギャラリーで展示会を予定し
ています。
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造形演習　Design Exercises　担当 : 金子

第１課題：ポリゴン立体で動物をつくる
　自然界の動物の曲面を多面体として抽象化し、1枚の紙を折り曲
げることによって立体にする課題です。観察力、そして造形力を養
うためのトレーニングです。

第２課題：薄い段ボール 1枚でつくる親子で遊べる動物の被り物
　大国段ボール工業（株）とコラボした演習課題です。段ボール
（800*700）1 枚から、動物の被り物をつくりました。秀作は、寺澤
社長のご厚意により、商品化を目指して試作していただきました。
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建築・デザイン演習 II　Architecture & Design Workshop II　担当 : 小池 +佐野 +角

建築・デザイン演習Ⅱでは、　建築・デザインの空間形成に関する
構想からプレゼンテーションまでの一貫した基礎デザインを学修す
る。空間のデザインを表現するための図面、模型およびアクソメな
ど様々な媒体による自らの発想を実体化していく経験をとおして、
建築空間を構想するための基礎力を修得する。
演習課題０１：「建築・デザインのための表現手法を学ぶ その１　
スケッチと寸法習作」

演習課題０２：製図の練習
演習課題０３：「建築・デザインのための表現手法を学ぶ その２　
建築図面と模型の製作」平面、立面図、断面、アクソメおよび模型
課題作品 安藤忠雄『住吉の長屋』
設計課題：「海辺の週末住宅」
海沿いの雑木林の中に造成された別荘地。その中のひとつの区画に
７ｍキューブの週末住宅を設計する。
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建築・デザイン演習Ⅰ　Architecture & Design Workshop Ⅰ　担当 : 金子 +佐野 +嶋崎 +角

　ベニヤ板（4mm厚）・ボール紙（1.2mm厚）・米袋（30kg 用）
の３つの素材で角先生が座れる、とても軽い椅子を作りました。
　この課題も6年目、毎年材料を減らして難易度を上げていますが、
学生たちは個性あふれるデザインで見事に対応してくれました。
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第２課題：好きな建築をオマージュしたオブジェ
　ピカソの「牡牛」という絵がありますが、リキテンスタインの「Cow 
Going Abstract 1985」という作品はそれをオマージュしたもので
す。２つの絵は全く異なる作風ですが、リキテンスタインはピカソ
の思考だけを取り出して、独自の作品を作り出しました。
　このオマージュのプロセスを参考にし、第２課題では、好きな建
築物の特徴を自分なりに解釈して、全く違う形態になるようにオブ
ジェをつくりました。
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・ReDESIGN of KAN bidg.
福岡市博多区にある鉄骨 3階建てビルのリノベーション課題です。
ビルや地域の特徴から新たな利用のデザイン提案を行いました。
パースや縮尺 1/30 の模型で空間の細やかな検討をしています。
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